
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２５年９月１８日（水） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

    発 表 事 項   

１．「第３回山形大学重粒子線がん治療施設設置推進協議会」の開催について 

２．AMSで人工合成クモ糸が非石油由来であることを実証 

３．農学部初！学生による地域の強みを活かした食品開発！ 

４．平成２６年度「推薦入試学生募集要項」,「私費外国人留学生学生募集要項」及び 

「社会人入試学生募集要項」を公表します  

 

  お 知 ら せ   

１．山大農場フェスティバルの開催 

２．農学部農学紹介講座「農学の夕べ」の開講 

３．農学部研究シーズ説明会の開催 

４．地域教育文化学部公開講座「家族で考える理科教室」の開催 

５．地域教育文化学部公開講座「テンペラ画講座－絵の具づくりから学ぶ，絵画の 

しくみ－」の開催 

６．大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」の開催 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２５年１０月１日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２５年９月１８日                  

山 形 大 学 

「第３回山形大学重粒子線がん治療施設設置推進協議会」の開催について  

 

山形大学では、重粒子線がん治療施設の設置を全学プロジェクトに位置付け、そ

の実現に向けた準備と検討を進めて参りました。  

平成２４年度補正予算においては、次世代型の重粒子線がん治療装置の技術開発

費として、約１０億円の予算が認められ、現在、最先端技術の研究開発と関係機関

との連携強化等の取り組みを進めております。  

このプロジェクトを進めるため、下記のとおり「第３回山形大学重粒子線がん治

療施設設置推進協議会」を開催し、現在の進捗状況と今後の計画等を説明して、総

合的な観点からご意見を伺う予定です。  

 

記  

開催日時：  平成２５年１０月７日（月）13:30～  

 会   場：  山形大学事務局３階「第一会議室」  

 

※当日の取材につきましては、冒頭の学長挨拶までとさせていただき、会議の内容

につきましては、終了後、学長及び学長特別補佐からご報告させていただきます。  

※参考   第１回開催 (H24.8.20) 第２回開催 (H25.2.18) 

 

 

 

（お問合せ先）  

担当  重粒子線がん治療施設設置準備室  

課長  河野  和利  

電話  023-628-5404 





 

 

山形大学重粒子線がん治療施設設置推進協議会委員名簿 

 

 

○山形大学重粒子線がん治療施設設置推進協議会要項 

 第３条第１項の第３号に掲げる委員（学外からの協力者）     (順不同／敬称略) 

機関等名 役 職 氏 名 備  考 

東北経済産業局 局長 守本 憲弘  

東北厚生局 局長 岡部   修  

山形県 副知事 細谷 知行  

山形市 副市長 瀧井   潤  

社団法人東北経済連合会 副会長 宇部  文雄  

山形県商工会議所連合会 会長 清野 伸昭 (山形商工会議所会頭) 

社団法人山形県経営者協会 会長  黒澤 洋介 
(株式会社山形新聞社 

代表取締役会長) 

山形県医師会 会長 有海 躬行 (有海外科胃腸科医院長) 

株式会社日本政策投資銀行 東北支店長 海津 尚夫  

株式会社山形銀行 常務取締役 三浦 新一郎  

株式会社荘内銀行 専務取締役 鈴木 布佐人  

財団法人脳神経疾患研究所 理事長 渡邉 一夫 
(財団法人脳神経疾患研究所

附属総合南東北病院長) 

日本医療機器販売業協会 常任理事 浅若 博敬 
(丸木医科器械株式会社 

代表取締役社長) 

国立大学法人東北大学 
理事（研究・

環境安全担当） 
伊藤 貞嘉  

 

 

 



 

 第３条第１項の第１号、２号及び３号に掲げる委員（学内者） 

役  職 氏 名 備  考 

学長 結城 章夫 第１号 

重粒子線がん治療施設設置準備室長 嘉山 孝正 第２号 

理事（研究、評価、医療） 深尾  彰 第３号 

理事（財務、施設） 柴崎  孝 第３号 

医学部長 

蔵王協議会副会長 
山下 英俊 第３号 

病院長 久保田 功 第３号 

山形大学医学部附属病院がん臨床センター長 

重粒子線がん治療施設設置準備室副室長 
根本 建二 第３号 

 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２５年９月１８日                  

山 形 大 学  

AMSで人工合成クモ糸が非石油由来であることを実証  

山形大学が、高感度加速器質量分析装置（AMS）を用いて、スパイバー社製・人

工合成クモ糸素材の炭素14濃度を測定。その結果、ASTM（米国材料試験協会） 

D6866の定義で求めたバイオベース度＊１は9８%以上であり、人工合成クモ糸

は非石油由来の原料で作られていることを科学的に実証しました。  

 

◆経緯  

スパイバー社はこれまで微生物を使ってクモ糸タンパク質を人工合成することに

よって、人工合成クモ糸の量産化に成功しています。この人工合成クモ糸は、微生

物にクモ糸タンパク質を組み込み、発酵生産を行うことで原料となるタンパク質が

作られます。したがって人工合成クモ糸には従来の化学製品で使用されているよう

な石油由来の原料は含まれず、生物資源からできたバイオマス製品ということにな

ります。このバイオマス製品で使われる生物資源中の炭素は、もともと大気中に存

在するCO2を植物の光合成により生物体内に取り込み固定するため、燃焼等によりCO2

が発生しても実質的に大気中のCO2は増加しません。したがって、バイオマス製品の

利用は、温室効果ガス（CO2）排出の抑制につながり、温暖化対策の方法の1つとして

期待されています。 

現在、化学品や化成品、更にはプラスチックなど多くの製品がバイオマス由来の

原料で作られていますが、バイオマス由来と石油由来の製品を外見で判別する方法

はなく、素材に含まれる炭素14（ 14C）＊２の濃度測定からバイオマス由来製品の判断

が行われております。 

 

◆測定結果  

今回、山形大学のAMS装置を用いて写真に示したスパイバー社製の人工合成クモ糸

とその原料それぞれ約2mｇを採取し、その炭素14濃度を測定しました。その結果、

米国材料規格試験法（ ASTM D6866）、すなわち“対象とする素材の全炭素（ C）量

に対するバイオマス由来炭素（“バイオC”）量の割合で定義される『ASTM D6866

によるバイオベース度』”は、98%以上であり対象素材が非石油由来であることが確

認されました。（100%でない結果については、石油由来成分の混合ではなく、放射

性炭素14濃度の地域・経時的変動＊３によると推測されます。） 

  

◆今後の予定  

 スパイバー社と山形大学は今後も共同で人工合成クモ素材のAMS測定を行い、バイ

オマス由来素材の研究協力を進めます。  



 

 
＊１  ASTM D6866によるバイオベース度は、対象とする素材の全炭素（C）量に対するバ

イオマス由来炭素（“バイオC”）量の割合で定義される測定規格  

 

＊２  炭素14（ 14C）は窒素14（ 14N）と宇宙線との相互作用の結果生成され、すぐに酸化され

て二酸化炭素となり、光合成によってその植物などの中に固定化される。従って今の時代に

地球上で栽培された植物を材料とするバイオマス製品の中には、この炭素１４が大気中と同

じ存在比で含まれ、遥か昔の有機物を起源とする石油製品中には、この 14Cは半減期約5730

年で 14Nに放射性崩壊する。石油製品中の炭素14はほぼゼロに等しい存在比であるのに対し

て、現代の地球上に存在する生物を源とするバイオマス製品には 14Cが存在することになり、

測定サンプル中の炭素14の存在比を正確に測定できれば、対象素材が石油由来であるのか、

バイオマス由来であるのかが分かる。  

 

＊３  1960年代の核実験によって大気中の 14Cが増大し、その影響が現代炭素の経時変化とし

て現れる。  

図 1.  スパイバー社製人口合成クモ糸繊維と原料粉末  

 

表 1.  AMS測定結果 

 

 
（お問 い合わせ）  

理学部物理学科  教授 

門叶  冬樹（とかない  ふゆき） 

TEL: ０２３（６２８）４５５４  

スパイバー株式会社 

菅原  潤一（すがはら  じゅんいち） 

村田  真也（むらた しんや） 

TEL: ０２３５（２５）３９０７  

人工合成クモ糸 

繊維 

人工合成クモ糸 

原料粉末 

現代炭素比 ASTM D6866で求めた
(pMC±1σ ) バイオベース度 (%)

YU-1631
人口合成クモ糸

原料粉末
104.35±0.24 99.13±0.23

YU-1633
人口合成クモ糸

繊維
103.89±0.23 98.70±0.22

測定番号 試料名



 

                                  

プレス発表資料  
 

平成２５年９月１８日                  

山 形 大 学 

農学部初！学生による地域の強みを活かした食品開発！  

山形大学農学部4年生チームが、地域の強みを活かした「研究室発！食品開発」 

 を成し遂げました。商品名は「Ebi Chocolate」。8月10日（土）より、庄内観  

光物産館で販売しています。価格は各630円（8枚入）。  

 

 山形大学農学部（食品創製科学分野）では、庄内浜で水揚げされる「甘エビ」

と「庄内米」を活用した「菓子」を開発し、商品化しました。  

 アイデアの立ち上げ、製法確立、製品分析、商品名・パッケージデザイン決定

など、すべての工程を成し遂げた「研究室発！食品開発」として、注目されてい

ます。  

 

 【プロジェクトのQPMIサイクル】  

 ・Question 

 水産業は本県の重要産業のひとつですが、水揚げ量（平成22年）は全国最下位

（39 都道府県中）のため活況を呈せず、特に、付加価値を高めた高品質な加工

食品がないため、地域も活性化しません。（観光客集客にも影響大）  

 

・PassionおよびMission 

 「地域水産業に活力を！」との願いから、食品創製科学分野4年生チーム（3名） 

自らがプロジェクトを立ち上げ、庄内地域の強みを活かした「菓子開発」を達成

しました。商品名は「Ebi Chocolate」。スイートチョコレートとホワイトチョコ

レートをコーティングした2種類。8月10日（土）より鶴岡市の庄内観光物産館で

販売を開始しました。  

 

・ Innovation 

 山形県では、平成28年に「全国豊かな海づくり大会」の開催が予定されていま

す。この行事は、天皇・皇后両陛下のご臨席を通例としている「皇室三大行事」

のひとつで、現在、本県関係者が大会準備を進めています。  

  今回の「菓子開発」は、大会に向けた「先駆的取り組み」でもあり、マスコミ

各社をはじめ、関係各位から脚光を浴びています。また、「水産加工」を行う「本  

 学唯一の研究分野」の成果として、地域水産業ならびに関連産業に多大な貢献を

果たし、今後益々地域産業への貢献が期待されています。  

 
（お問合せ先）  

 山形大学農学部・永井  毅  

電話：0235-28-2821  



 

プレス通知資料  

 

平成２５年９月１８日 

山 形 大 学          

 

平成２６年度「推薦入試学生募集要項」、「私費外国人留学生入試募

集要項」及び「社会人入試学生募集要項」を公表します。  

 

Ⅰ 平成２５年度入学者選抜との主な変更点  

 募集人員の変更 

（１）選抜試験ごとの募集人員の変更  

   １）推薦入試Ⅱ     ２人増（昨年度   ９０人→   ９２人） 

（２）学部における募集人員の変更  

   １）理学部 

      推薦入試Ⅱ    ３人減（昨年度   ３５人→   ３２人） 

   ２）医学部 

      推薦入試Ⅱ    ５人増（昨年度   ２０人→   ２５人） 

入学者選抜実施教科・科目等の主な変更点 

  理学部物理学科 

    推薦入試Ⅰ 

        変更前：小論文、面接 

     ↓ 

     変更後：面接（口頭試問を含みます。） 

 

Ⅱ 選抜日程  

推薦入試Ⅰ 

 

願書受付 平成２５年１１月 １日（金）～１１月 ６日（水） 

選抜期日 平成２５年１１月１６日（土）～１１月２１日（木）の間に実施 

合格発表 平成２５年１１月２９日（金） 

推薦入試Ⅱ 

 

願書受付 

 

医学部 平成２５年１１月 １日（金）～１１月 ６日（水） 

理学部、工学部 平成２６年１月２０日（月）～１月２３日（木）  

選抜期日 

 

医学部 平成２５年１１月１８日（月）  

理学部、工学部 平成２６年２月１日（土） 

合格発表 平成２６年２月１０日（月） 

私費外国人

留学生入試 

 

 

願書受付 平成２６年１月２０日（月）～１月２３日（木） 

選抜期日 

 

平成２６年２月１３日（木）から２月２６日（水）の間に実施 

ただし、理学部、農学部では、試験を課さない。 

合格発表 人文学部 平成２６年２月２１日（金） 

人文学部以外  平成２６年３月７日（金）  

社会人入試 

 

願書受付 

 

 

人文学部 平成２５年１０月２１日（月）～１０月２３日（水）  

地域教育文化学部 平成２５年１１月１日（金）～１１月６日（水） 

工学部 平成２５年１０月２２日（火）～１０月２４日（木） 

選抜期日 平成２５年１１月 ９日（土）から１１月２０日（水）の間に実施 

合格発表 平成２５年１１月２９日（金） 

 

 



 

 

 

Ⅲ 募集要項等の入手方法 

「推薦入試学生募集要項」及び「私費外国人留学生入試募集要項」は、本学ホームページ

で請求いただけます。また，本学インフォメーションセンター又は各学部入試担当窓口でも

配布しております。 

なお、「社会人入試学生募集要項」は、冊子体を作成しておりませんので、本学ホームペ

ージから直接ダウンロードしてください。 

 

 

Ⅳ 一般入試募集要項の公表について 

  １１月上旬に公表予定 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先）  

ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部入試課  

   今野  

電話  023(628)4141  



 

プレス通知資料               （概 要） 

                                                                        

平成２５年９月１８日 

山 形 大 学 

 

１．山大農場フェスティバルの開催 

昨年度、新米紹介をメインとしてご好評いただいた「新米ロックフェスティバル」に続

き、今回は、高坂農場の活動紹介をテーマに「山大農場フェスティバル～月山を背にロッ

クを聴きながら農場を味わおう～」を開催します。 

◆日 時：９月２８日（土）１０時３０分～１９時００分 

◆場 所：山形大学農学部附属やまがたフィールド科学センター 高坂農場 

    （鶴岡市高坂字古町５－３） 

◆催 し：バンド演奏、動物とのふれあい、農場見学ツアー、農機ショー 等々 

◆その他：新米(炊き立て)試食、農作物・加工品等販売 等々 

※入場無料ですので、どなたでもご参加下さい。 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

２．農学部農学紹介講座「農学の夕べ」の開講 

 現代農学の対象は食育、有機農業、バイオテクノロジー、環境問題など非常に幅広くな

っています。山形大学農学部ではそんな農学を広く皆さんに知っていただきたいと考え、

農学紹介講座「農学の夕べ」を今年も開講します。 

◆日 時：１０月 ３日、１７日、３１日 

１１月 ７日、１４日、２８日 

１２月１２日、２６日     計８回 

※いずれも木曜日の１８：００～１９：３０開講 

◆場 所：山形大学農学部３号館３階３０２講義室または２０２講義室 

     （鶴岡市若葉町１－２３） 

◆対 象：一般 

◆参加料：無料 ※事前申込不要 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

３．農学部研究シーズ説明会の開催 

農学部では、日頃の研究成果を地域社会に発信するために、冊子『農学部研究シーズ集

2013』を作成しましたが、このたび、その内容をよりわかりやすく教員が説明します。農

学部で行っている研究内容にご興味のある方、ビジネスパートナーとして相談できる教員

を知りたいという方々は、是非この機会をご利用ください。 

◆日 時：１０月４日（金） １３：００～１５：００ 

◆場 所：山形大学農学部 ３号館３階 ３０２講義室 

（鶴岡市若葉町１－２３） 

◆内 容：農学部の有する研究シーズの紹介および質疑応答など 



◆参加費：無料  

◆対 象：県内の企業、どなたでも 

◆申込方法：添付チラシの申込枠をFAX、もしくは電話またはメールにて受付 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

４．地域教育文化学部公開講座「家族で考える理科教室」の開催 

本講座では，「理科離れ」と言われる中，家族で科学に関心を持っていただくために，

日常的な現象を取り上げ，そのしくみを解決するための実験や観察を実際に家族で行って

いただきます。 

◆日 時：１０月１２日、１９日、２６日、１１月２日 すべて土曜日 計４回 

１３：００～１５：００ 

◆場 所：山形大学地域教育文化学部２号館実習室 

     （山形市 小白川キャンパス） 

◆対 象：小学校３年生以上の児童・生徒とその家族 ２０組 

◆受講料：２，０００円 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

５．地域教育文化学部公開講座「テンペラ画講座－絵の具づくりから学ぶ，絵画のしくみ－」

の開催 

テンペラとは、卵を媒材（接着剤）とした絵の具のことで、中世からルネサンス期のヨ

ーロッパで使われていました。 

この講座では、このヨーロッパ古の技法を絵の具づくりから体験し、ルネサンス期の画

家たちの作品を模写していき、西洋絵画の技術や物の見方・とらえ方の基本を学びます。 

◆日 時：１０月１９日、２６日、１１月２日、９日 いずれも土曜日 計４回 

１３：３０～１６：３０ 

◆場 所：山形大学地域教育文化学部１号館３階１３２演習室 

     （山形市 小白川キャンパス） 

◆対 象：一般（高校生以上）１５名 

◆受講料：５，０００円 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

６．大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」の開催 

「大学コンソーシアムやまがた」では、「もう一つの人づくり」を実現するため、「山形

県の人・モノ・地域作り」をテーマに、「やまがた夜話」を開催し、それぞれの得意分野で

活躍している第一人者の方からお話しをしていただきます。 

１０月は、『最上川を学ぶ』をテーマに４回開催します。 

◆日 時：  ※全日、１８：３０～１９：３０まで 

１０月９日（水）下平 裕之 氏 （山形大学人文学部教授） 

１５日（火）横山 昭男 氏 （山形大学名誉教授） 

２３日（水）阿子島 功 氏 （山形大学名誉教授） 

３０日（水）大川 健嗣 氏 （東北文教大学教授） 

◆場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

◆対 象：高校生・学生・一般市民 定員５０名（参加費は無料） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 
























